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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本

ガス機器検査協会（JIA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工

業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS S 2103:2015

は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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家庭用ガス調理機器 

Gas cooking appliances for domestic use 

 
1 適用範囲 

この規格は，液化石油ガス又は都市ガス（以下，ガスという。）を燃料とする，主として一般家庭用の調

理機器（以下，機器という。）について規定する。この規格が対象とする機器を表 1 に示す。 

なお，この規格では，圧力は，大気圧と示しているもの以外は，全てゲージ圧力とする。 

注記 ガスこんろ及びこんろ部をもつ複合形機器については，液化石油ガスの保安の確保及び取引の

適正化に関する法律における液化石油ガス器具等及びガス事業法におけるガス用品に指定され

ている（附属書 A 参照）。 

 

表 1－機器 

機種 表示ガス消費量

kW 

機能など 図 

ガスこんろ 

（カセットこんろを除く。） 

（以下，こんろという。） 

14 以下 

こんろバーナ 1 個

当たり 5.8 以下 

バーナの上に鍋などを支えて，調理

する機器 

図 21～図 26

ガスグリル 

（以下，グリルという。） 

7.0 以下 じかび（直火）によって，主として

放射熱で調理する機器 

図 27～図 29

ガスグリドル 

（以下，グリドルという。） 

7.0 以下 じかび（直火）で加熱したプレート

によって，主として伝導熱で調理す

る機器 

図 30 

ガスオーブン 

（以下，オーブンという。） 

7.0 以下 じかび（直火）によらず，主として

対流熱で調理する機器 

図 31～図 33

ガス炊飯器 

（最大炊飯量 4 L 以下） 

（以下，炊飯器という。） 

4.7 以下 米飯の炊き上がりを探知し，自動的

にメーンバーナを消火させる装置

を備えた機器 

図 34～図 37

ガスクッキングテーブル 

（以下，クッキングテーブルという。） 

7.0 以下 こんろをテーブル（食卓）に組み込

んだ機器 

図 49 


